	分野
	ビジネス情報分野（科目「ソフトウェア活用」）

	教材の
タイトル
	ＳＤＧｓとSociety5.0の理解

	教材からの学び
	１　ＳＤＧｓについての理解を深めることができる。
２　Society5.0に関する知識を広げることができる。
３　社会問題に対して科学的な根拠に基づいて考えることができる。
４　グループワークを通じて協働的に取り組むことができる。

	時間数
	２時間

	授業の
進め方
	＜ＳＤＧｓとSociety5.0の理解＞
＜１時間目＞
１　ワークシートを配付し、ＳＤＧｓについて確認させる。（10分）
　　（第１章を学び終えてからの実施を想定、Society5.0については学習済み）
２　各課題の説明を行い、生徒をグループ分けする。課題をグループに割り当て、グループによる課題解決のためのソフトウェアを考案する。また、考えたソフトウェアについてプレゼンテーションができるようにまとめる。（40分）
　　注１：実際のデータを活用することが重要（科学的な根拠に基づいて思考させる）。
注２：付箋などを使用して、ホワイトボードや模造紙などにアイデア出しを行い、考えをまとめていく。

＜２時間目＞
１　発表の順番を決定し、発表のための準備やリハーサルを行う。（５～10分）
　　（順番に前で発表していく形式）
２　各グループ５分で発表を行う。発表後は他のグループからの質問や教員からのフィードバックを受ける。（35分）
３　発表内容を全体で振り返り、各課題の解決策がＳＤＧｓにどのように貢献するかを再確認する。また、教員からの講評を受け、ワークシートをまとめる。（５～10分）


ティーチングノート











「ＳＤＧｓとSociety5.0の理解」　授業計画

■本単元の位置付け
第１章　企業活動とソフトウェアの活用
２節　ビジネスにおけるソフトウェアの進化

■本単元の目標
１時間目
ＳＤＧｓとSociety5.0の理解を深める。
科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を身に付ける。

２時間目
発表する側としては、プレゼンテーション能力の向上を目指し、多彩な表現力を身に付ける。
ソフトウェアの活用について主体的に学び続ける態度を養う。

■評価規準
【Ａ】知識・技術
・ソフトウェアの活用に関する知識を身に付けている。
・企業活動を取り巻く環境についての理解を深め、関連する技術を身に付けている。

【Ｂ】思考・判断・表現
・企業活動の改善と関連付けてソフトウェアの活用方法を見いだしている。
・企業活動におけるソフトウェアの活用に関する課題を発見している。
・データや資料を用いて科学的な根拠に基づいて自身の考えを説明している。

【Ｃ】主体的に学習に取り組む態度
　・課題に対して、科学的な根拠に基づいてよりよく解決しようとしている。
・グループ活動における自身の役割を認識し、課題解決に向けて積極的に取り組もうとしている。
・実務に即して体系的・系統的に理解しようとしている。

■留意事項
　・日々更新される情報技術の進歩について留意が必要。生徒のアイデアにも柔軟に対応できるように教員自身が幅広い知識を有しておくこと。
　・科学的な根拠に基づいて考えさせるため、資料の適切な活用をグループへ適宜指導すること。







■授業運営の詳細
＜１時間目＞
	【授業の大枠】
１　ワークシートを配付し、ＳＤＧｓについて確認させる。（10分）
　　（第１章を学び終えてからの実施を想定、Society5.0については学習済み）
２　各課題の説明を行い、生徒をグループ分けする。課題をグループに割り当て、グループによる課題解決のためのソフトウェアを考案する。また、考えたソフトウェアについてプレゼンテーションができるようにまとめる。（40分）
　　注１：実際のデータを活用することが重要（科学的な根拠に基づいて思考させる）。
注２：付箋などを使用して、ホワイトボードや模造紙などにアイデア出しを行い、考えをまとめていく。


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（10分）
　・ワークシートの配付
　・皆さんはＳＤＧｓを知っていますか。おそらくテレビや新聞等で目にしたことがあるかと思います。Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）の略称です。これは、2030年までに持続可能でよりよい世界を目指すための国際的な目標として、2015年９月の国連サミットで採択されました。ＳＤＧｓは、貧困の撲滅、飢餓の解消、健康と福祉の促進、質の高い教育の提供、ジェンダー平等の実現など、17の目標と169のターゲットから構成されています。
　・場合によりＳＤＧｓの具体的内容を見せて確認する。
　・今回の授業ではＳＤＧｓと以前学習したSociety5.0の理解を深め、科学的な根拠に基づいて考えることを目標としています。
　
２　グループワーク（40分）
　・今日はそれぞれのグループに課題を設定しました。残り時間40分程度時間を取ります。グループで課題解決に挑戦してもらいます。それぞれの課題に対しては、科学的な根拠に基づいた実際のデータを活用しましょう。
　・状況により付箋、ホワイトボード、模造紙などを使用しながら進める。
　・次回は発表となります。発表のための準備をしっかりとしてください。なお、発表時間は１グループ５分となります。






＜２時間目＞
	【授業の大枠】
１　発表の順番を決定し、発表のための準備やリハーサルを行う。（10分）
　　（順番に前で発表していく形式）
２　各グループ５分で発表を行う。発表後は他のグループからの質問や教員からのフィードバックを受ける。（35分）
３　発表内容を全体で振り返り、各課題の解決策がＳＤＧｓにどのように貢献するかを再確認する。また、教員からの講評を受け、ワークシートをまとめる。（５分）


※以下の　　部分は、教員が発する文言です。よろしければ参考にしてください。
	【授業の詳細例】
１　導入（10分）
　・今日の授業は、前回グループで課題解決を考察してきた内容をグループで発表してもらいます。10分準備やリハーサルの時間を取ります。それでは、始めてください。

２　発表（35分）
　・それでは、各グループにおける発表に入ります。前回も伝えましたが、発表時間は１グループ５分となります。
　・順番に発表していく。
　・発表後は各グループからの質問および教員による助言。

４　クロージング（本時の学習の結晶化）（５分）
　・今回はＳＤＧｓとSociety5.0の理解を深め、科学的な根拠に基づいて各課題を各グループで考察し、発表してもらいました。さまざまな角度から考察された内容で充実した時間となったと思います。最後に前回、今回と学習し、データから気付いたこと、考えたことを記入していきましょう。
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